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点引き続き，調査の継続が必要と思われる．
しかしながら少なくとも上記の調査地点におい

ては，ヒラタクワガタの生息密度はほかの２種に
比べて明らかに小さく，ノムラホイホイによる発
生調査に大きく影響する可能性はない．むしろな
ぜヒラタクワガタだけが低い密度で出現している
のかという点に興味が持たれる．

皇居内でヒラタクワガタが継続的に発生してい
るとすると，他の 2 種や他の大型甲虫とどのように，
生態的な行動を異にしているのか，他の種との競
合関係がどうであるのか，今後明らかにされるべ
きであろう．

また，カブトムシやアオオサムシのような他の
大型甲虫が，皇居内に生息しているタヌキやハク
ビシン，カラスなどの天敵に捕食され，いわゆる
淘汰圧を受けていることは明らかである．それで
はヒラタクワガタはそれらと同様な状況にあるの
か，あるいはより強い淘汰圧を受けた結果，生息
密度が低くなっているのか，今後検証されるべき
と思われる．
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【短報】カノコヒラタケシキスイを秋田県で採集 
カ ノ コ ヒ ラ タ ケ シ キ ス イ Epuraea (Epuraea) 

fuscicollis (Stephens,1832) は， 北 海 道 倶 知 安 町
において本邦初記録となったケシキスイである

（Kashizaki & Hisamatsu, 2011）．本種は，国外では
モロッコ，チェニジアなどアフリカ北部やイラン，
ロシア等の国々に産し，ヨーロッパではブナ科コ
ナラ属の樹種の樹液に集まる．柏崎氏によれば，
本種は比較的得やすい種で，北海道ではバナナト
ラップが有効とのことである．筆者は秋田県で本
種を得ているので報告する．

1ex., 秋田県仙北市
田 沢 湖 玉 川 戸 瀬，9. 
VII. 2005（筆者採集・
保 管・ 写 真 ）； 4exs., 
同，17. VII. 2005（筆
者 採 集・ 保 管 ）；
3exs., 同，3. VI. 2006,

（ 同 ）；22exs., （ 筆 者
採 集・22exs. の う ち
12exs. は 筆 者， 他 は
柏 崎 氏 保 管 ），1. VI. 
2007,（同）；6exs., 同，
17. VI. 2007,（ 同 ）；

3exs., 17. V. 2009（同）．
体長は 2.5 ～ 2.7 mm．前胸背板中央の黄紋部分

図1．秋田県産カノコヒラタケシ
キスイ．

の幅が広がったり，上翅会合線付近に上下に列ぶ 2
つの黄紋が繋がったりする個体があるなど，斑紋
には変異が認められた．2007 年採集の 2 例は，ペッ
トボトルを使用したバナナトラップで，他はミズ
ナラの樹液から採集した個体である .

末筆ながら，報告に際し本種の同定および国内
での知見をご教示いただき，学名の確認でご配慮
いただいた柏崎昭氏に厚くお礼申し上げる．
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